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は じ め に
イタリアの食文化が世界に及ぼす影響力の大きさは疑問の余地がない｡




注目し, その今日的価値を見出すこと, さらに, それを通して, 今後の小
麦文化の展望について考察することである｡
セナトーレ・カッペッリ Senatore Cappelli 種 (以後カッペッリ小麦と
表記) は, イタリアで生まれた硬質小麦1) の一種であり, 現在世界で耕作
される多くの硬質小麦の祖となった品種である｡ この小麦を世に出したの






















方で, ストランペッリが南イタリアに創設した CRA (Centro di ricerca per
la cerealicoltura 穀類栽培研究センター) は, 今も彼の精神と交配技術を





































る14) ｡ またイタリア菓子パスタ製造協会 AIDEPI (Associazione delle















































































に応えるものが出回り始めている (図 1 )｡ とはいえ, 格安輸入小麦の流
入を止めるほどの勢いはなく, 飲食業界や流通業界では輸入小麦を使った
















ルの ｢遺伝の法則｣ もまだ広く知られていなかった頃に, 世界で初めて小
麦の本格的な交配に成功したのが彼であった｡ 世界の小麦開発に影響を与





ティを皮切りに, 教員, 農業指導員などを務めた後に研究者となった｡ ロー





低さだった｡ 種まきから収穫まで時間がかかるうえ, 病気に弱く, 倒伏も
しやすかった｡ ストランペッリは, 1920～30年代にかけて, より病気に強
く, 実りが多く早生の小麦を何品種も作り出した｡ ストランペッリが巡回
農業講座26) を担当していたラツィオ州リエーティの研究所にて, ｢最初の
緑の革命｣ とも言われる高品質多収品種の Ardito の交配が1913年に成功
する｡ 彼の交配の特徴は, 世界の多様な品種同士の異種交配から新しい品
種を生み出すという, 当時では斬新なアイデアにもとづくことであった27)｡
彼の生み出す軟質小麦は, 収量が多く, 早く成熟し, 寒さへの順応性も高
い上質な小麦であり, 既存のリエーティ種×オランダ品種 Wilhelmina

































ジャ県に INGC支部としてプーリア栽培試験場 (la stazione fitotecnica per
le Puglie, 後の穀類栽培研究センター CRA) が設立された｡ そしてこの
ときすでにストランペッリが生み出していた硬質小麦の育種がここで本格
的に栽培されるようになった｡ 後にカッペッリ小麦 (図 3 ) と名付けられ
たこの育種は, 乾燥に強く順応性が高く, 南部の土壌と非常に相性がよかっ
た｡
カッペッリ小麦は外観も特徴的な小麦で, 穂までの高さが 180 cm以上
あり, 稈は強く高さは 150 cm余りにも達する｡ 実が熟すと芒は黒くなる｡
当時, 一般的にデュラム小麦の小穂が15～20であるのに対して, 実りの多
い小穂が19～21あり, 穀果の数が 1つの穂に40～60あるため生産性は抜群
に向上した｡ 穂は角ばって, 白っぽい金色をしており, 穀果は黄褐色でか










































































ペッリの研究書が出版され, 彼の人生は 2度も映画化された36)｡ 2015年に
開催されたミラノ万博では, ストランペッリをテーマにした映像や研究が
公開されるなど, 熱い視線が注がれた｡ 同年はストランペッリの没後150
年に当たり, カッペッリ小麦が100周年を迎えたことも重なって, 9 月に
は CRA (現 CREA) で盛大な記念イベントが行われた (図 4 )｡ CRA所長





























アンドリアの有名レストラン ｢Antichi sapori｣ のピエトロ・ズィート氏と,




て提供している｡ 氏によれば ｢カッペッリ小麦は非常に味わい深い｡ 特に
昔ながらの石臼で挽いた粉を使うとフォカッチャやパンが格別な風味を持
































高い｡ カッペッリ小麦100％のトレネッテは2010年に lifestyle 誌のパスタ



































1967年にはイタリアでパスタ法 (第580条) が施行され, 乾燥パスタにつ









こと, 美食嗜好向けであること, などが理由として挙げられるだろう｡ し
かし, 筆者はそれだけに留まらないと考える｡ この小麦の持つ最大の魅力





由を ｢土地を最も表現する味であるから｣ と述べた｡ また原料にカッペッ
リ小麦が必須だというパーネ・ディ・マテーラは決してニッチ層向けの高












































図 1：Il fatto alimentare, 2016/2/16.
図 2：CREA Consiglio per la ricerca in agricoltura e l’analisi dell’economia agraria
図 3：筆者撮影






2) 小麦戦争：国内食糧自給の達成を目標として1925年 6 月に開始されたファ
シスト政権の政策｡ 賞金付きコンクールが各地で行われ, 関連組織の設立や
金融的支援がなされた (Regio Decreto Legge 4 luglio 1925, n. 1181, Istituzione
di un Comitato permanente per il grano, pubblicato nella Gazzetta Ufficiale n. 165













ストランペッリの交配した ｢Mentana 種｣ と, 日本の岩手県農林試験場に勤
務していた農学者稲塚権次郎が昭和のはじめに創った小麦 ｢農林10号｣ (日
本の敗戦後, アメリカ軍が上記研究所から接収して持ち帰ったもの) が基に
なっており, それらをメキシコ種と掛け合わせて作ったのが ｢緑の革命｣ の
品種である｡ この事実をボーローグはノーベル賞受賞記念の挨拶で触れなかっ
たため, ストランペッリや稲塚博士の貢献は, 日本でも世界でも広く知られ
ることがなかった (レオン・ヘッサー (2009) 岩永勝訳 『緑の革命を起
した不屈の農学者ノーマン・ボーローグ』 悠書館；稲塚秀孝 (2015)
『NORIN TEN 稲塚権次郎物語：農の神と呼ばれた男』 合同出版)｡
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The present state of the Italian wheats
and the cultivar Senatore Cappelli
MAKI Migiwa
The safety of food is a matter of great concern in the world today. In Italy,
the homeland of pasta, the safety of wheat is a focus of attention and arousing
an intense controversy. However, a thorough check of its quality is very diffi-
cult because of the enormous quantity of imported wheat which is going
around. Under these circumstances, ancient types of wheat like Spelt and
Camut are attracting an increasing interest for their primitiveness and, there-
fore, safety.
In the same way, a wheat cultivar Senatore Cappelli is being reevaluated. It
was created in 1915 by an Italian agricultural geneticist Nazareno Strampelli,
as the first cultivar of hard wheat (Durum). It is the ancestor of almost all of
the hard types of wheat existing and circulating now. The Senatore Cappelli
also contributed to the “Green Revolution” and turned Southern Italy into a
fertile land, but after the World War Ⅱ, it went driven away by new cultivars.
Only recently the Senatore Cappelli is regaining its reputation, especially
among professionals of the food market. In this paper I try to examine the
value of this species of wheat and show its significance in today’s Italy.
